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府
県
か
ら
の
参
加
も
あ
る
ら

し
い
」

「
シ
カ
君
、
僕
ら
も
い
よ
い

よ
メ
ジ
ャ
ー
に
な
っ
て
き
た

な
」

「
イ
カ
君
、目
潤
ん
で
る
で
」

「
と
こ
ろ
で
、
シ
カ
君
、
痩

せ
た
？
」

「
前
回
の
食
育
＆
メ
タ
ボ
の

話
聞
い
て
か
ら
ダ
イ
エ
ッ
ト

と
言
い
た
い
と
こ
ろ
や
け

ど
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
影
響
で
観
光
客
減
っ
て
シ

カ
煎
餅
食
べ
て
な
い
ね
ん
」

新
型
イ
ン
フ
ル

対
応
も
企
画

「
そ
れ
は
気
の
毒
に
、
そ
う

そ
う
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー

で
“
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

へ
の
対
応
と
今
後
に
生
か
す

周
病
の
危
険
な
関
係
』
て
」

「
ほ
ん
ま
や
、
な
に
な
に
、

記
念
講
演
は
岡
山
大
学
大
学

院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の

高
柴
正
悟
教
授
と
関
電
病
院

清
野
裕
院
長
や
」

「
イ
カ
君
、
え
ら
い
解
説
し

て
く
れ
て
る
な
ー
ー
」

「
ま
あ
な
、“
よ
ー
説
明
し

と
い
て
”
て
副
実
行
委
員
長

に
頼
ま
れ
た
か
ら
」

「
糖
尿
病
と
歯
周
病
て
関
係

深
い
の
か
」

「
僕
に
は
関
係
な
い
け
ど

な
、イ
カ
に
は
歯
無
い
か
ら
」

「
イ
カ
君
、
す
ね
る
な
や
」

「
と
こ
ろ
で
、
シ
カ
君
、
分

科
会
の
方
は
？
」

「
演
題
も
大
分
集
ま
っ
て
き

た
み
た
い
や
で
、
今
年
は
他

療
経
験
交
流
会
」

「
へ
ー
、
も
う
４
回
目
に
な

る
の
か
」

「
シ
カ
君
、
今
回
の
御
題
は

な
ん
か
知
っ
て
る
か
？
」

「
前
回
は
食
の
話
や
っ
た
け

ど
、
イ
カ
君
、
今
回
は
？
」

「
今
回
は
、
糖
尿
病
と
歯
周

病
の
話
ら
し
い
」

「
あ
、
こ
の
ポ
ス
タ
ー
に
書

い
て
あ
る
わ
。『
糖
尿
病
と
歯

教
訓
”（
公
衆
衛
生
研
究
所

副
所
長
兼
感
染
症
部
長
の
高

橋
和
郎
先
生
）
と
い
う
の
も

す
る
ら
し
い
で
」

「
こ
れ
は
、
ま
た
今
回
も
盛

　

み
ん
な
き
て
や
～
。

「
お
ー
ー
い
、
シ
カ
！
」

「
な
ん
や
、
イ
カ
」

「
は
じ
ま
る
で
ー
。
日
常
診

り
だ
く
さ
ん
で
す
な
ー
ー
」

「
と
い
う
こ
と
で
、
み
な
き

て
や
ー
ー
ー
」

　

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
分

保障額と月払い保険料表（概算）

大阪府保険医協同組合　Tel.06－6568－2230　Fax.06－6568－7093

割安な保険料で大きな保障が得られる

単位：円
年　　齢 　～35 36～40 41～45 46～50 51～55 56～60 61～65 66～70

本
人（
組
合
員
）

保険金額
5,000万円

男性 5,200 7,050 9,700 14,400 21,750 31,700
女性 3,100 5,350 6,700 9,300 12,850 15,800

3,000万円 男性 3,120 4,230 5,820 8,640 13,050 19,020
女性 1,860 3,210 4,020 5,580 7,710 9,480

配
偶
者

本
人 300万円 男性 312 423 582 864 1,305 1,902 2,793 4,620

女性 186 321 402 558 771 948 1,308 2,013
子ども 400万円 １人あたり　320　　保険年齢　２歳６カ月超～　22歳６カ月以下

※300万円～最高5,000万円保障あり　～75歳まで　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※ご加入可否等の基準となる年齢は、加入日現在の保険年齢となります（更新日８月１日） 

安心 配偶者1000万円・こども400万円コースあり

お申し込みは

医師による診査はありません
申込書兼告知書の提出のみ

最高5000万円の高額保障

年間保険料の一定割合を還元

必要保障額の見直しが容易
１年更新型（自動更新）

剰余金でれば配当金を支払い還元

簡単

自在 勤務医会員のグループ保険は保険医共済会へ　Tel.06－6563－6681　Fax.06－6563－6632

グループ保険（団体定期生命保険）

グループ保険の加入は、保険医協同組合の組合員であることが条件です。
詳細につきましては、パンフレット等で必ずご確認ください

300万コースを新設！例 41～45歳男性　　582円／月払

　

医
科
・
歯
科
協
会
共
催
の
第
４
回
日
常
診
療
経
験
交
流
会

が
６
月
21
日
、
保
険
医
会
館
で
開
か
れ
る
。
メ
ー
ン
テ
ー
マ

は
「
真
の
医
科
歯
科
融
合
を
目
指
し
て
～
糖
尿
病
と
歯
周
病

の
危
険
な
関
係
」。
関
西
電
力
病
院
院
長
・
清
野
裕
氏
と
岡

山
大
学
大
学
院
教
授
・
高
柴
正
悟
氏
の
記
念
講
演
や
分
科

会
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
、
多
彩
な
催
し
が
あ
る
。

②

桂　

好
志
郎
（
桂
労
務
社
会
保
険
総
合
事
務
所
所
長
）

雇
用
管
理―

―

明
日
に
つ
な
が
る

悪
循
環
を
断
ち
切
り

　

社
団
法
人
日
本
歯
科
衛
生

士
会
が
行
っ
た
「
歯
科
衛
生

士
の
勤
務
実
態
調
査
報
告

書
」
に
よ
る
と
勤
務
先
を
変

更
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
常

勤
者
で
は
、
最
も
多
い
の
が

「
職
場
の
人
間
関
係
」（
20

・
９
％
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
再
就
職
の
障
害
に

つ
い
て
は
、
障
害
が
「
あ

る
」
と
回
答
し
た
人
の
う
ち

「
勤
務
時
間
」
が
障
害
と
い

う
人
が
大
多
数
で
７
割
近
く

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歯
科
医
院
に
お
け
る
雇
用

管
理
で
、
中
心
に
お
い
て
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、「
職
場
の
人
間
関
係
」

と
「
勤
務
時
間
」
で
あ
る
こ

と
が
、
こ
の
調
査
か
ら
う
か

が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
連
載
も
こ
の
こ
と
を
念
頭

に
置
き
な
が
ら
進
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

◇「
職
場
は
快
適
で
す
か
、

楽
し
い
で
す
か
」
と
職
員

に
質
問
し
た
ら
ど
ん
な
反

応
が
あ
り
ま
す
か
？

　

業
務
内
容
や
作
業
手
順
等

々
は
、
具
体
的
に
指
示
し
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
な
お

完
全
な
業
務
の
遂
行
に
つ
い

て
は
、
職
員
の
積
極
的
な
協

力
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
多

々
あ
り
ま
す
。
職
務
を
遂
行

す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
院
長

の
基
本
理
念
や
方
針
に
寄

与
、
貢
献
す
る
よ
う
十
分
な

注
意
を
払
い
義
務
を
果
た
す

こ
と
を
職
員
に
求
め
る
と
思

い
ま
す
。

　

仕
事
へ
の
意
欲
を
も
ち
、

明
る
く
何
事
に
も
進
ん
で
行

動
す
る
職
員
に
共
通
し
て
い

る
こ
と
は
、
個
人
差
は
あ
り

ま
す
が
、「
仕
事
が
楽
し
い
」

と
感
じ
て
い
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
た
だ
楽
し
い
と
感

じ
る
要
素
は
「
患
者
さ
ん
の

笑
顔
」「
院
長
の
働
く
姿
勢

に
感
動
」「
職
場
の
同
僚
と

の
人
間
関
係
」
な
ど
職
員
そ

れ
ぞ
れ
違
う
の
で
す
が
、「
安

心
し
て
働
け
る
」と
い
う
条

件
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
共
通
し
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
仕
事
へ
の
意
欲
を

引
き
出
す
た
め
に
は
、
安
心

し
て
働
け
る
条
件
整
備
が
不

可
欠
だ
と
思
い
ま
す
。

◇
法
の
定
め
を
待
つ
ま
で

も
な
い
こ
と
で
す
が
、一
度

点
検
し
て
み
て
く
だ
さ
い

○
労
働
基
準
法
で
は

（
労
働
条
件
の
明
示
）
第
15

条
「
使
用
者
は
、
労
働
契
約

の
締
結
に
際
し
、
労
働
者
に

対
し
て
賃
金
、
労
働
時
間
そ

の
他
の
労
働
条
件
を
明
示
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法

に
よ
り
明
示
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。」（
違
反
し
て
明
示

を
怠
る
と
30
万
円
以
下
の
罰

金
）

○
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
に

つ
い
て
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
法
に
よ
り

　

上
記
に
加
え
て
「
昇
給
の

有
無
」「
退
職
手
当
の
有

無
」「
賞
与
の
有
無
」
の
３

つ
の
書
面
明
示
事
項
が
加
わ

り
ま
し
た
。（
平
成
20
年
４

月
１
日
改
正
法
が
施
行
）

○
労
働
契
約
法
で
は
（
労
働

契
約
に
つ
い
て
の
民
事
的
な

ル
ー
ル
を
ま
と
め
た
は
じ
め

て
の
法
律
）

　

（
労
働
契
約
の
内
容
の
理

解
の
促
進
）
第
４
条
「
使
用

者
は
、
労
働
者
に
提
示
す
る

労
働
条
件
及
び
労
働
契
約
の

内
容
に
つ
い
て
、
労
働
者
の

理
解
を
深
め
る
よ
う
に
す
る

も
の
で
あ
る
。」（
平
成
20
年

３
月
１
日
施
行
）

　

上
記
が
不
十
分
だ
と
思
う

使
用
者
は
、
こ
の
こ
と
か
ら

始
め
て
く
だ
さ
い
。
無
用
な

ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
だ
け

で
な
く
、
職
員
の
定
着
・
や

る
気
が
違
っ
て
き
ま
す
。
医

院
経
営
に
も
大
き
く
貢
献
す

る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

◇
労
働
契
約
書
の
締
結
時

や
更
新
時
…
立
場
の
違

い
、
温
度
差
を
理
解
し
合

う
絶
好
の
機
会

　

開
業
時
に
業
者
さ
ん
か
ら

も
ら
っ
た
雇
用
契
約
書
で
締

結
し
て
い
る
院
長
、
自
分
自

身
で
内
容
を
検
討
し
て
い
ま

せ
ん
。
試
用
期
間
を
設
定
す

る
の
か
ど
う
か
、
そ
の
と
き

の
給
与
は
ど
う
す
る
の
か
、

交
通
費
は
ど
の
よ
う
に
支
給

す
る
の
か
、
賞
与
の
支
給
は

あ
る
の
か
ど
う
か
、
い
つ
か

ら
適
用
す
る
の
か
、
診
療
開

始
30
分
前
に
出
勤
と
口
頭
で

指
示
し
な
が
ら
、
書
面
で
は

診
療
開
始
時
刻
を
始
業
時
刻

と
し
て
記
載
、
も
っ
と
ひ
ど

い
の
は
、
堂
々
と
法
律
違
反

の
内
容
を
丸
写
し
と
い
う
も

の
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
で

は
、
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
ま

す
。

　

10
人
未
満
の
医
院
で
活
用

し
て
い
る
、
労
働
契
約
書
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
更
新

時
に
も
形
骸
化
す
る
こ
と
な

く
、
こ
の
間
起
き
た
諸
問
題

を
補
強
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
（
表
参
考
）。

◇
雇
用
に
関
す
る
研
修
も

必
要
に
応
じ
て

　

職
歴
が
歯
科
医
院
の
み
の

歯
科
衛
生
士
さ
ん
は
多
い
と

思
い
ま
す
。
当
然
の
結
果
で

す
が
、
雇
用
管
理
に
関
す
る

基
礎
的
な
訓
練
・
教
育
を
受

け
る
機
会
が
十
分
で
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

労
働
者
と
使
用
者
が
、

「
労
働
す
る
こ
と
」「
賃
金

を
支
払
う
こ
と
」
に
つ
い
て

合
意
す
る
と
労
働
契
約
は
成

立
す
る
の
で
す
が
、
そ
の
具

体
的
内
容
、
付
随
義
務
と
し

て
、
使
用
者
の
業
務
命
令
権

の
根
拠
、
職
務
専
念
義
務
、

誠
実
履
行
義
務
、
職
場
秩
序

義
務
、
守
秘
義
務
等
を
職
場

の
実
態
に
合
わ
せ
て
、
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
理
解
・
納

得
し
て
も
ら
う
た
め
の
計
画

を
ぜ
ひ
具
体
化
し
て
く
だ
さ

い
。「
こ
こ
は
職
場
」「
こ
こ

は
仕
事
を
す
る
と
こ
ろ
」
の

自
覚
は
高
ま
る
と
思
い
ま

す
。

仕
事
へ
の
意
欲
を
持
つ
鍵
は
…

「
安
心
し
て
働
け
る
」と
い
う
条
件
必
要 おおさか

反核平和のつどい
日時　６月27日（土）
　　　午後２時30分～５時
会場　Ｍ＆Ｄホール
　　　（保険医会館隣り）

申込　協会までご連絡ください
� （℡06–6568–7731、担当／岡崎・西村）

共催　�反核平和委員会／おおさか医科・歯
科九条の会

内容
○第１部　�報告「大阪反核平和医療人の会」

結成に向けて
　講師　�大阪府保険医協会反核平和委員長

・武田勝文氏
○第２部　�記念講演「放射線障害からみた

原爆症認定基準の在り方」
　講師　�（財）広島原爆被爆者援護事業団

理事長・鎌田七男氏

■甲及び乙は雇用期間の途中であっても本人の希望
により退職ができ、または医院の業務の都合により
法令に従い、次の基準により契約を解除することが
ある。
（１）～（３）略
（４）�職場の秩序の維持に努めること。とくに自己

の職務上の権限を越えて専断的なこと（自分
だけの意見で勝手に物事を取り計らうこと）
を行わないこと。

　　　�　ＯＪＴ（日常の仕事を通じて必要な知識・
技能・問題解決能力及び態度について実施す
る教育訓練）を大切にし、経験者は未経験者
から受けた質問・疑問に答え、援助するこ
と。

（５）と（６）略

　　　は、１回目の更新時、　　　は、２回目の更新時に
補強したもの

（表）

科
会
演
題
発
表
テ
ー
マ
な
ど

詳
細
は
６
月
５
日
号
折
り
込

み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

「
み
ん
な
き
て
や
～
」
森
啓
副
実

行
委
員
長

“日常診”21日開催
糖尿病と歯周病の関係探る


